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　また、地域医師会の先生方や訪問看護師、関係機関の

方々との連携のもと、在宅療養に向けた支援にも積極的に

取り組んでいます。

　地域連携課では、患者様・ご家族がどのようなお気持ち

や状況におかれているのかお話を伺い、病院のスタッフに

伝え、チームでみなさんをサポートします。あなたの「こ

うしたい」「こうありたい」という思いをお話ください。

　ご相談の際は 1 階エントランスホール地域連携課「かけ

はし」の「患者相談窓口」へお気軽にお声がけください。

　地域連携課は、ご利用いただく患者のみなさまや地域の医療機関の相談窓口です。

　「かけはし」という名称は、病院内外の人と人、病院と地域をつなぐ「かけはし」としての役割を担う地域

連携課に親しみをもっていただけるよう病院職員の公募により名づけられました。

　現在、地域連携課「かけはし」のスタッフは副院長の白木医師のもと、看護師 3 名、社会福祉士 5 名、臨

床心理士 1 名、事務 5 名の 15 名で活動しており、主に「地域連携業務」と「相談業務」の２つの業務に取り

組んでいます。

　「地域連携業務」では、近隣の診療所・病院、介護施設からの患者様の紹介に対して、スムーズな受け入れ

ができるよう対応しています。

　近頃の医療では、ひとつの病院で病気やけがが治るまで入院していた

だくのではなく、治療の段階に応じて地域の医療機関が連携しながら、

それぞれの役割を分担して医療を受け持っています。そのため、急性期

病院での治療終了後には、地域の医療機関へ患者様がお戻りできるよう

に心がけて院内外の調整を行っています。また、日常的な診療や健康管

理などを行ってくれる身近なお医者さん「かかりつけ医」を持つことを

お勧めしています。

　「相談業務」は、退院後の生活に不安がある場合のご相談や在宅介護

や転院先などのお問い合わせから、社会福祉の制度や医療費の支払い、

生活費に困っている場合などの経済的な問題まで療養生活に伴うさまざ

まな不安に対して、専任の看護師・社会福祉士・臨床心理士がご相談に

のっています。

　がん看護専門看護師は、がんと診断された患者様とそのご家族が、より良い治療を選んでいけるよう、話し

合いながら一緒に考え、問題解決していくことが大きな役割です。病院内だけに限らず、必要であれば地域の

様々な職種の方とも幅広く関わりを持ち、患者さんが安全に医療を受けられるよう支援していきます。また、“い

つでも、どこでも、誰でも ”切れ目のないケアが受けられるよう、がん患者様を支援できる看護師を育成する

役割もあります。

　専門看護師に特に求められていることは、“ 患者さんと自分だけの関係に留まらない ”という点です。患者

様の治療や生活に関わる人とできるだけ多く相談し、また、必要なタイミングを見極めて、様々な職種のみな

さまとの『繋ぎ役』となれるよう、日々の患者様との関わりを大切にしていきたいと思います。

　２人に１人ががんになる時代となり、以前と比較してがんは身近な病気になりつつあると言われています。し

かし、実際にがんになって初めて、「これまでがんは自分に関係のない病気のように思っていた」と話される方

もみえます。私は、「がんを発症する」という受け入れがたい出来事に面して、これからの治療や生活につい

て不安を抱える患者さんやご家族と、不安や葛藤を共有し、ともに悩み考え、納得できる道を選択していただ

くことをお手伝いしていきたいと思っています。

　当院には、がんの痛み、抗がん剤治療、緩和ケアなど、がんに関連する

資格をもつ看護師が複数在籍しています。私たちは、それぞれの持つ力を

最大限発揮して互いに協力し合い、患者様とご家族に寄り添い、向き合い、

常に行く手に立ちはだかる壁を乗り越えられるよう支援し続けます。

　私は、資格を取得したとはいえ、まだまだ新米の専門看護師です。患者様

やご家族にとって、良い伴走者となれるよう、尽力していきたいと思います。

どうぞよろしくお願い致します。

～がん看護専門看護師の資格を取得しました～
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